
  

欅材と桐材を使った巨大木製車輪
芸術作品として佐原／都内で展示

美術作家 東弘一朗 × 
有限会社守谷建具店（埼玉県所沢市） × 

佐原みらい運河株式会社（千葉県香取市）

長年の確立した技術として、先代の技を受け継いで製作を続けることが多い木
工・建具業界において、守谷インテリア木工所（有限会社守谷建具店、所在
地：埼玉県所沢市、守谷和夫代表）は、無垢材を使ったドアや特注品の建
具・木工家具等の製作において、物性を理論化して製造に取り組んでいること
から、業界では珍しい事業者として知られている。

今年４月には、アート作品の部材として木製の車輪を製作するようになった。
千葉県香取市で開催される佐原の大祭の山車に用いられる地元でハンマ(半間)
と呼ばれている木製車輪である。高さ９m、重量４トン超の山車を動かす直径
約１mの大きさのハンマをモチーフとして、約２倍の大きさ(直径１.８m、厚
みは２７０mm。１輪あたりの重量は約１５０キロ)とした。表面には実際の
山車で使われるハンマと同じ材質の欅材を張り、芯材には、搬入が容易にな
るように、桐の集成材を用いた。桐素材は軽いので、男性４人で運んだ。製
作には、「朝５時半からはじめて、２５日で間に合わなかったから、大体１
か月かかった」(守谷代表談)とのこと。

耐久性に優れた木製車輪

守谷インテリア木工所では、今から８年前の２０１５年に、船戸区の山車の
ハンマを製作した経緯がある。２４区の山車が曳き廻され、それぞれの地区
が､独自に工夫してこだわっているが、中でもハンマは重要な箇所で、集成し
た箇所がはがれたり、デコボコに変形したりするので、「(接合部が)絶対には
がれない車輪にしてほしい」という依頼で製作。納品後好評で「６年経っても
３mmしかすり減っていない」とのこと。各地区では１２～１３年で２cm減っ
て事故防止のために交換されることが多いハンマであるが、船戸区では８年
経った今でも損傷なく使用されている。



  

「関東３大祭り」として知られる佐原の大祭。全国的に見ても珍しいのは、約
４tの重量の山車を、木製の車輪で曳き廻すことである。使用頻度が高く、佐
原の大祭(７月の本宿祇園祭と、１０月の新宿秋まつり)の他に、年８回(２０
２３年計画)の特別曳き廻しも行っており、年間で約１０回もの曳き廻しがあ
る。山車の曳き廻しは、全国の祭りで行われているが、祇園秩父・高山の「３
大曳山」をはじめとして主要な祭りの山車では、金輪つきの車輪が用いられて
いる。これは、木製の車輪に焼いた鉄輪を直接押しつけて鉄が冷えて収縮する
性質を利用して固定する伝統的な鍛冶技術である。金輪を使わない木製の車輪
は、源氏車(御所車)とも呼ばれ、漆器や蒔絵の文様としても知られている。水
紋と一緒に描かれることがあるのは､水車としての用途のほかに、乾燥すると
割れるので、川の水に漬けて保管していたためと考えられる。佐原では戦前、
松の大木を輪切りにして、泥田に漬けて使用していた(現在は専用のガレージ
に格納)。舗装道路での曳き回しや、文化財としての保存方法、小径木の集成
による有効利用など、現代の状況に応じて独自の木工技術として進化を遂げた
と考えられる。

製作にあたっては、サブロクサイズで１枚１２kgの桐の集成板(１枚３０mm
厚)をサンダーで厚さを１割減らし円形にして１枚９kgとし、穴だらけにして
７kgに軽量化。６５mmの半ねじを１輪２０００本２輪で４０００本埋め込ん
だ。表面の化粧材の欅(１２mm厚)は大手張り(フラッシュドアで用いる製法)
と同じ方法で留めてあるが、硬いために仮止めには仮釘に蝋を塗り固定。本止
めには鉄のフィニッシュネイルでは引き抜きができず、ステンレスを使用。引
き抜きの穴は砥の粉で埋めて塗料で固めた。昔の自動車の板金において、砥
の粉にラッカー(ニス)を混ぜてぬって、硬くなってからやすりでならしていた
ことを参考にした。仮釘が入りやすくするために昔は石鹸を使っていたが、ア
ルカリ性で腐食するので、蝋やシリコン素材が使いやすい。こうした摩擦抵抗
を減らす工夫は、医学用の注射器においても、針の激痛を抑えるためにも応
用されているという(針を細くしているほか抵抗値を減らす素材を使用)。桐材
は、全部で９枚。円形の９分の１(４０°)ずつずらしながら留めた。４０°ずら
して付けると３６０°でひとまわりして、固定される。９０°で留めると､長さ
と巾にずれが生じるほか、接合部が集中し、木端などの弱い箇所から壊れ始め
て、しだいに、６角形や８角形に変形してくる。そのため、４０°に留めるこ
とで摩耗しても円形を保つようした。中央部には、NCルーター(直径１６mm
のスパイラルルーター)を使って、片側から入れ、直径約１５０mm孔をあけ
た。下水管の寸法を基準にして、トンネルのように掘り、下水管を差し込みな
がら組み立てることで、微細なズレを抑えた。



  

アート作品として注目

こうした佐原のハイテクを駆使したハンマに魅了されたアーティストがい
る。車輪をテーマとした芸術作品で注目を集める若手美術作家の東弘一郎氏
(２５歳)である。東氏は、自転車のペダルで漕いで回転させることができる展
示用の軽量なハンマを守谷氏に依頼。東氏自身が運営する茨城県坂東市にある
鉄工所(あずま工房)でシャフトなどの鉄製の軸材などを製作し、「東弘一郎個
展:デッカ・ハンマ・タイヤ・プロジェクト」として、４月２０日～５月１４
日の期間で香取市佐原の「古民家ギャラリーいなえ」で展示した〔主催:佐原
みらい運河(株)、佐原アートプロジェクト実行委員会、協賛:(株)エヌアイデ
イ、(一財)小森文化財団、企画協力:(有)守谷建具店、
Color Lounge Art(株)、NPO法人佐原アカデミア、助成:(公財)クマ財団〕。

祭りが大好きな地元の人にとっては、この展示品を見ると、佐原の山車のハ
ンマだと一目で分かるという。古民家いなえでの展示では、主催の佐原みらい
運河(株)の立澤取締役が概要を説明。地元のお祭りを長年支えている方も駆け
付けて、佐原の山車とハンマにまつわる、汲めども尽きぬ思いを語ってくれ
た。東氏は「今回の展示は、地元の人に見てもらうことがねらい。大変手ごた
えを感じている。６月～７月にかけて都内で行う展示では、佐原の魅力を伝え
ていきたい」と語った。

自転車と一体となったハンマのアート作品は、代官山の「アートフロント
ギャラリー」にて初披露される予定。

【展覧会名】
東弘一郎個展「HANMA」

【開催期間】
２０２３年６月９日(金)２０２３年７月１６日(日)
(水～金)１２:００～１９:００
(土・日)１１:００～１７:００
※休館日:月曜日、火曜日

【開催場所】
アートフロントギャラリー
東京都渋谷区猿楽町２９-１８
ヒルサイドテラＡ棟
Tel.０３-３４７６-４８６８

住宅ジャーナル ウッドテクノロジー
（株式会社エルエルアイ出版）2023年06月号より転載
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